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訪問看護ステーション名

よつばの家

訪問看護ステーションの所在地
サービス提供地域 大子町



なぜ大子町によつばの家が必要か

・茨城県内で高齢化率が50％を超えており、高齢者の割合が高い地域なため

・町の面積が広く、医療機関への通院が難しい地域もあるため

・医療機関が少ないため

・大子町の特色を活かして、地域での関わりを増やすため



スタッフの人数とその職種

管理者: 

看護師:

理学療法士:

作業療法士:

言語聴覚士:

事務職:

ケアマネージャー:

1人（常勤看護師）

6人（うち1人は管理者、3人以上常勤）

1人

1人

1人

1人

1人
計：11人



サービス内容（生活支援重視）

1. 清拭・入浴
→入浴介助、清拭、足浴・手浴

2．排泄
→ストーマ交換、浣腸、摘便、便秘・下痢のアセスメント

3.  食事・栄養
→誤嚥予防、口腔ケア

4．リハビリ
→ADL維持・向上、転倒予防

5．認知症ケア

→服薬管理、生活支援、家族支援

6．看取り・終末期ケア
→24時間対応



提供理由

高齢化が進み日常生活が難しい人が存在

必要な生活支援を行うことで・・・

住み慣れた場所で暮らすことが可能



対象の利用者

・要支援1〜要介護5のレベルの幅広い対象者

(家事や買い物などで一部お手伝いが必要な方から、コミュニケーションが難しく介護なしには日常生活

を送れない状態の方まで)

・介護をしている家族

・認知症の方

・退院後に療養生活を必要としている



工夫・特色

強み

・大子町にある病院(久保田病院、袋田病院、慈泉堂病院)や医師、ケアマネージャー、理
学療法士との情報共有

・病院数が少ないからこそ地域密着型の医療連携が充実し、退院から看取りまで途切れの
ない安心感を提供

特色

・特産品の「りんご」を使ったおやき作りや収穫などの利用者さんのご家族や医療従事者
も交えたイベント、交流会の開催

期待できる効果：地域の人と話すことで精神面のケア、生きがい、身体や認知機能の向上

→心の健康、誰も孤立しない「温かい居場所作り」




	スライド 1: 8G
	スライド 2
	スライド 3: なぜ大子町によつばの家が必要か
	スライド 4: スタッフの人数とその職種
	スライド 5: サービス内容（生活支援重視）
	スライド 6
	スライド 7: 対象の利用者
	スライド 8: 工夫・特色
	スライド 9

